Prominence Reading　和訳例

【和訳について】

　高校英語での和訳は文法に忠実であることよりも、いかに日本語らしく訳出できるかのほうが大切です。直訳をせずに、出来る限り日本語らしい表現をすることに努めるべきです。ハイフン、コロン、セミコロンを日本文でもそのままにしてしまうのは論外です。特に気をつけるのは関係詞で（制限用法・非制限用法とも）、訳出する順番を自由に変えたり、あえて２文に分けるのが良い場合も多いです。

　そういう意味で、英語の長文を和訳するのは英語力だけでなく、国語力（特に語彙力）も必要になってきます。

　原作者の許可を得て翻訳し、日本語版の書籍を発行する際には、作品を尊重して出来る限り原文に忠実に訳すことを求められます。そのため、関係詞を無理に訳していたり、日本の文化にはなじんでいない表現をしていたりと、日本語として不自然な文になり、読みづらいものをよく見かけます。物語文でこれをやられると、興醒めして読む気が失せますね。
翻訳家でもない限りは訳しかたに制限が一切ないので、自由に和訳してみましょう。
※以下はがじゅが試しに訳したもので、学校とは訳し方が異なります。

　ミスがありましたらお知らせください。
LESSON1　Friends
Part1

　ある日、高校の新入生だったとき、クラスの子が一人学校から歩いて帰るのをみた。彼の名前はカイルと言った。彼は本[教科書]をすべて持って帰っているようにみえた。「金曜に教科書をすべて持って帰るなんて何でだろう。」と僕は心の中で思った。「彼は本当にnerdなのに違いない。」僕には週末の大きな計画があった。明日の午後、友達とのパーティにフットボールの試合に。だから僕は肩をすぼめただけで歩き出した。

part2

　歩いていると、子どものグループが彼の方にむかって走っていくのを見た。彼らは彼の本をすべて手からたたき落として彼をつまづかせ、彼をぬかるみに入れたりさせた。彼のメガネは飛び、彼から10フィート離れた芝生に落ちるのを見た。彼が僕を見上げたとき、僕はこのひどい悲しみを彼の目の中に見た。僕は彼がかわいそうに感じ、彼のところへ駆け寄った。そして彼がメガネを探してはい回っているとき、彼の目に涙が見えた。僕は彼にメガネを手渡した。「あいつらはばかだよ。もっと大人になるべきだよ。」と僕は言った。彼は僕のほうを見て、「ありがとう。」と言った。彼の顔には大きな微笑みがあった。本当の感謝を表す微笑みだった。僕は彼が本を拾うのを手伝い、彼がどこにすんでいるのか聞いた。そして分かったのは、彼が僕の近くにすんでることだった。今まで彼を見たことがないのはなぜかを彼に聞いたとき、ここ数年間、彼は私立に通っていたと言った。

part3

そのときまで、僕は私立出身の子とぶらぶらしたことがなかった。カイルと僕は家までずっと話をし、僕は彼の本を持ちさえした。彼はとてもcoolな子に見えた。土曜に僕と僕の友達といっしょにしたいかどうか彼に聞いた。彼はしたいといった。僕らはその週末はかなり一緒にいた。そして僕がカイルについて知れば知るほど僕は彼がすきになり、僕の友達も彼について同じように感じていた。

　月曜の朝になり、再び大きな荷物を持つカイルがいた。僕は彼を止めて言った。「毎日そんな本の山を運び続けたら、君は～することになってしまうよ。」彼はただ笑って本の半分を僕に渡した。

part4

それから４年以上、カイルと僕は親友になった。僕らが４年になったとき、大学について考え始めるようになった。カイルは東部のメディカル・スクールに決めた一方で、中西部の大学でビジネスを学ぶことに決めた。たとえ僕らの（行く）大学が同じ地域ではなかったとしても、ぼくらはずっと友達のままでいることが僕にはわかっていた。彼は医者になる計画を立てていたし、僕はフットボールの奨学金について研究するつもりだった。

　カイルが僕ら４年生のクラスの卒業生総代に選ばれたので、彼は卒業式のスピーチの準備をしなければならなかった。みんなの前に立ってスピーチをするのが僕じゃなくてとてもうれしかった。

part5
　卒業の日、カイルはとても素晴らしく見えた。彼は高校の間に本当に自分探しができた男子のひとりだった。彼は肉がつき、眼鏡をかけた姿がりっぱに見えた。彼は僕よりもたくさんデートをして、女の子たちは本当に彼のことが好きだった。僕はときどき彼をねたんだりもした。その日もそうだった。彼がスピーチで不安になっているのが僕にはわかった。だから僕は彼の背中をたたいて、「心配するな。君はうまくやるさ！」と言った。彼は感謝の気持ちを込めた目で僕を見た。そして、「ありがとう。」とだけ言った。
　彼がスピーチを始めるとき、彼は咳ばらいをして言った。「卒業はみんながたいへんな年を乗り切るのを助けてくれた人々に感謝をするのに良い時です。みんなの両親、先生、兄弟、姉妹にです。家庭教師（にも感謝する人もいる）かもしれません。でも一番は友だちにです。誰かと友だちになるということは、その友だちにとって最高の贈り物です。皆さんに話しておきたいことがあります。」僕たちが最初に会った日の話を彼がしたとき、僕は信じられずに、彼のことを見るだけだった。あの週末に彼は自殺をする計画だったのだ。

　彼のお母さんが後でやらなくてもいいように、彼は自分でロッカーをきれいにして、全ての荷物を家に持って帰るところだったのだ。彼は僕を見て少し微笑んだ。「ありがたいことに、僕は助けられました。僕がたいへんなことをしてしまうのを僕の友だちが救ってくれたのです。」このハンサムで人気のある少年が、彼の最も弱い瞬間に着いてみんなに話したとき、聞いていた人々は息を飲んだ。彼のお母さん、お父さんも同じ感謝の微笑みで僕を見ていつのがわかった。その時まで、僕はあの微笑みが本当はどんな意味なのか気がつかなかった。
　自分の行動を決して過小評価してはいけない。小さな行為が他の人の人生を変えることができる。僕たちが他人とうまく付き合い、他人を助けることを学ぶために、神様は僕たちみんなをこの地球上に置いだんだ。チャンスがいつになろうとも、どんなに友だちを気にかけているかを示そう。
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It looks like SV
SはVするようだ。　[形式主語の一種と考えられる。]

LESSON2　Samoan Culture
part1
約2000年前に、サモア人は帆のついたカヌーに乗って何千マイルもの海を旅して、彼らの文化をポリネシア中に広め始めた。
サモア人を彼らの文化、業績で賞賛することは簡単。たとえば、ファー・サモアとして知られる「サモア流（サモア式）」は人々にどのように振る舞うべきかを教える。それは自分たちの家族、部族、宗教、他人に対しての責任をはっきりさせている。基本的にサモアの文化は年上の人々、両親、教師、女性、少女に敬意を払っている。「サモア流」によると、結婚後でさえも、人は両親に従わなければならないし、このルールを無視した者は誰であっても厳しく罰せられる。

　女性たちは子どもを産み、出産の痛みに耐えなければならないため敬意を払われている。男性たちがどのように女性たちを尊敬し守っているかのよい例として、２人の兄弟が（もしいなければ従兄たちが）姉妹のデートに同行することが伝統になっている。
誰もが予想する通り、男性は狩猟をする。それに加えて、男性は料理もする。面白いのは、男性は女性や他の人に給仕をすることだ。給仕のあとに男性は食事をすることが許される。

part2
サモアで最も人気のある料理のひとつにカルーア・ポークがあり、それはウムと呼ばれる地下の地炉で作られる。しかしながら、豚はサモア固有の生き物ではないようだ。伝説によると、何人かのサモア人がフィジーの島を訪れたとき、サモア人はそこで豚肉料理を大いに楽しみ、自国で育てるために豚を何頭か連れ帰りたいと思った。しかしフィジーの人は食事として使う死んだ豚を帰りの船旅で持ちかえることしか許可しなかった。サモア人は巧妙な考えを思いついた。２頭の死んだ大きな豚の中に生きた若い豚を数頭隠したのだ。このようにしてサモア人は豚を繁殖し始めることができるようになった。まもなく、サモアにはたくさんの豚がいるようになった。
サモアでは、客にはいつも食べ物と飲み物が出され、見返りに客は訪問するのがいつであっても飲食するのが決まりだった。一般的にサモア人は持っているものが何であっても分け合っている。「サモア流」の一部にもなっている特色だ。
part3
　サモア人のモットーは「サモア人は宗教の上に成り立っている。」ということだ。このモットーからは、サモア文化にとって宗教が非常に重要なことが明らかである。伝統的に、サモア人の宗教は人や人以外の神々がいて、祖先を崇拝することを強調している。19世紀にキリスト教宣教師がサモアを訪れ、まもなくその島をキリスト教に変えた。

 サモアのダンスに関しては、彼らは立っているときと同様に座っているときもダンスをする。日常の行為を象徴する手の動きを彼らは使う。古代のサモア音楽の中には、主が楽器が３つあった。穴のあいた丸太のドラム、棒でたたく巻きマット、人の声の３つである。歌や踊りを通して、たくさんの伝説が伝えられてきた。
part4

　もともとのポリネシアの移住者は東南アジアから来たということがたくさんの証拠から示されている。古代東南アジアに起源を持つ陶器がサモアとトンガで発見されている。約3000から4000年前に東南アジアから来た人々は最初にこれらの島々を訪れたことは明らかだ。人の数が増えるにつれて、生活するための新しい島を見つけることが必要なったのだ。
　探検には帆の付いた頑丈なカヌー、長旅の食糧、地図や道具なしで長距離を航海する技術が要求された。サモア人は革新的な方法でこの挑戦に応えた。ココナツ、さつまいも、砕いたパンノキの実、干し魚、ポイのような保存しやすい食料を航海に持って行った。
part5

　最も印象的なのは、サモア人の　星の位置、海のうねりの動き、風向風速を使った長距離航海の技術だ。天気が良い時は、太陽や星によって位置を知り、曇りのときには風と海のうねりを使った。近くに陸地がある可能性のある雲を探した。書き言葉の恩恵を受けずに、これらすべてを学び、実行し、次世代に伝えることを想像してみよう。
　あれだけ少ない手段であれだけ多くのことをサモア人がしてきたことは驚きである。サモア人は自然や自然現象を最大限に利用する方法を知っている人々のよい例である。

LESSON3　Ancient Wonders　古代の不思議
part1

　万里の長城は2000年以上前に建てられた。今日、長城は近代技術はおおいに古代の建築家や技術者のおかげであることを思い出させる物として建っている。驚くべき精巧さで、想像力を使って建物、橋、トンネルを設計した。とりわけ、彼らは近代の技術者に、熱心に働くことで、そこに住む人々のために世界を形作り、姿を変えることができるという信念を伝授した。
part2
古代の世界で最もよく確認されている技術はギリシャ人とローマ人の技術だ。ギリシャ人は数学と物理をしっかりと理解し、偉大な建築物、今日でも建っているたくさんの建築物、を建てるために彼らの知識を使った。こんどはローマ人が、ギリシャの理論をさらに壮大なスケールへと応用し、雄大な交通路や水道橋、公衆浴場、精巧な下水システムを作った。ローマ人は56000マイルの道路や交通路を敷いた。アッピア街道の一部は今でもローマの南東部で見ることができる。
part3
　南米インカ人、15世紀の間に反映してた人々、の道路建築活動はあまり知られていない。インカ人は現在のアルゼンチンからコロンビアに至るまでアンデス山脈中に10000マイル以上の道路を敷いた。3250マイルにもなるRoyal Roadは古代の世界で最も長い道路で、ローマのどの道路よりもはるかに長かった。インカ人は偉大な橋の建築家でもあった。1300年頃、インカ人は今のペルーにあるアンデス山脈のaprimac川をまたぐつり橋を造った。その橋は金属製でもなく木製でもないのに、今でも使える。（橋を）つっている綱は148フィートの長さで、人の体ほどの太さもあり、地元の植物の繊維をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),撚)って作られた。

Part4

　これらの文化が栄えるさらにはるか昔、古代中国人は彼らの科学的知識を最大限に利用して（さまざまな建築物を建造して）いた。中国の土木建築の中で最も驚きなのはもちろん万里の長城である。紀元前３世紀にはじまり、主に北方からの侵略者に対する防壁を目的としていた。万里の長城は2000マイル以上にも及び、モンゴルと中国を隔てている。数多くの延長部分が中心の長城から枝分かれしていて、特別な軍事問題を解決するために設計された。もし、万里の長城とそのすべての枝分かれを一直線にしたら、大西洋を横断し、イギリスからアメリカへ届いてしまう。
Part5

　古代中国人は実際に多くの分野で世界の他の国よりも数世紀も進んでいた。もともとは中国で数世紀も前に始まり、ゆっくりと西のヨーロッパへ伝わった発明に対して、中世やルネッサンス期を通して、繰り返しヨーロッパ人は歓喜した。
　羅針盤（の発明）により大航海時代が可能になったが、その羅針盤は中国で11世紀に発明されたものだ。もし、この中国での発明がなければ、バーソロミュー・ディアスやクリストファー・コロンブスのような偉大な探検家でさえも喜望峰に到達することもできそうにないだろうし、アメリカ大陸にも到達できそうになかった。

　火薬の紀元ははっきりしていない。しかしながら、火薬は11世紀の中国では花火に使われていたと信じられている。

　中国人は1050年頃に活版印刷ｊを使った印刷技術も発達していた。その約400年後に、ドイツ人のヨハネス・グーテンベルクが有名なグーテンベルク聖書を印刷した。それはヨーロッパではじめて活版印刷で作られた最初の書物であった。
Part6

　私たちが中国人の信じられない業績を見るとき、ギリシャ人やローマ人は彼らの土木技術を使いもっと多くのことをできたと思うかもしれない。今から数千年後の人々は私たちのことを振り返り、賞賛と失望の入り混じった目で見るかもしれない。古代文明を私たちが振り返ったのととちょうど同じように、未来人はこんなに「原始的」な状況の中での発明の才に驚きそうである。ギリシャ人やローマ人が彼らの科学的進歩になぜ失敗したかのかと私たちが疑問に思うのとちょうど同じように、未来の人々は頭を振り、なぜ我々（21世紀の人）は科学知識をもっと上手に使えなかったのか疑問におもうのは確実である。

LESSON4　Public Attitude toward Science
Part1

　私たちが好きであれ嫌いであれ、私たちが住む世界はこの100年で大いに変化し、次の100年ではもっと大きく変化しそうである。

この変化を止めて、より純粋で単純であると彼らが思っている時代にもどりたいと考える人々もいる。しかし、歴史からわかるように、過去の世界はそれほどすばらしいものではなかった。特権を持つ少数の人々は近代医療なしで済ませなければならなかったし、女性にとっては出産は大きな危険があったが、（過去の世界は）そんなに悪いものではなかった。しかし人口の大多数にとって、人生は心地よいものではなく短いものだった。

　私たちが望んだとしても、私たちは時計の針をもどし、古い時代へと戻ることはできない。知識と技術は忘れたりすることはできない。将来のさらなる進歩を妨げたりすることもできない。たとえ研究にたいするすべての財政支出がカットされたとしても競争心が技術の進歩をもたらすだろう。さらに、？

Part２

科学や技術が私たちの世界を変えることを避けられないという事実を受け入れるならば、少なくとも私たちは変化が正しい方向に向かうことをを確実にすることができる。民主的な社会ではこれは　　するために民衆は科学に対する基礎的な理解力を持つ必要があるということを意味していて、それは専門家に（まかせて）放っておいてはいけない。

　同時に、一般の人は科学に対してかなり雑多な態度を示している。科学は技術の新しい発展の結果、生活レベルが確実に向上することを期待するようになったが、科学を理解していないので、科学を信じてもいない。狂った科学者が実験室でフランケンシュタインを作り出すマンガのなかではこの不信感が明らかになっている。しかし、SFの人気でわかるように、民衆は科学に大きな興味をもっている。

Part３

　この（科学に対する）興味に刺激を与えて、酸性雨・地球温暖化・かくへいき・遺伝子工学のような分野できちんとした知識による決定をするために必要な科学的な背景（知識）を民衆に与えるために何をすることができるのだろうか。明らかなのは、学校で教えられることが基礎になっているということだ。しかし学校では科学（理科）はしばしば無味乾燥でつまらない方法で紹介されている。試験にパスするために子どもたちはそれを暗記しなければならないし、自分たちのまわしにある世界におけるその重要性がわかっていない。さらに、科学はしばしば数学的な即しきで教えられている。

　数学的な公式は数学的な概念を表現するには簡潔で正確だが、ほとんどの人は数学の公式を怖がっている。数量の正確な値を知る必要があるので科学者や技術者たちは自分たちの考えを数学的な公式の形で表現する傾向がある。しかしその他のひとにとっては、だいたいの考え方で十分であり、それは数学的な公式を使わずに言葉や図で伝えることができる。

Part４

　学校で学ぶ科学は基本的な枠組みを提供することができる。しかし、科学の進歩の割合は今や速すぎて、私たちが学校や大学にいたころ以来、いつも新しい発展が続いてきた。私は分子生物学やトランジスタについて学校では学んでいないが、遺伝子工学やコンピュータは将来の私たちの生活様式をもっとも変えうる発展のうちの２つである。科学に関する人気のある本や雑誌は新しい進歩を教えるのに役立つが、もっとも売れている人気の本でさえ人口のほんの少しの割合の人にしかよまれていない。

　確かにテレビではよい科学番組がいくつかあるが、他の番組は科学の不思議を科学的な概念の枠組みにどのようにあてはまるかを説明したり示したりするととはなく、単なるマジック（みたいなもの）として表現している。テレビの科学番組のプロデューサーたちは一般の人を楽しませるだけではなく教育する責任もあることに気づくべきである。
Part5

　近い将来に一般の人が決定しなければいけない科学に関連した問題とは何だろうか。
断然最も緊急なのは核兵器の問題である。食料供給や地球温暖化などの他の地球規模の問題は比較的ゆっくりとしている。一方で核戦争は地球上のすべての人の命が数日で終わる事を意味している。東西の緊張緩和は民衆の心から恐怖心を減らすことを意味していた。しかし、世界中のすべての人を１回以上殺すのに十分な武器がある限り、危険はまだある。核兵器は北半球の主要都市すべてに対してまだ狙いを定めたままである。コンピュータのエラーがあるだけで、核戦争が始まってしまう。
　もし私たちが核戦争を避けることができても、他に私たちすべてを破壊する危険はまだある。私たちが地球外生命と出会っていないの理由は、生命が地球人と同レベルの文明に達したら自らを破壊する傾向があるから、といういやな冗談もある。しかし私は、しっかりした知識に基づく民衆の判断を充分に信用しているので、この冗談が間違っているということを信じている。
















